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上場維持基準の適合に向けた計画書 

 

当社は、2022年８月時点において、スタンダード市場における上場維持基準に適合しない状態となりました。下記の

とおり、上場維持基準の適合に向けた計画を作成しましたので、お知らせいたします。 

 

記 

 

○ 当社の上場維持基準の適合状況及び計画期間 

 

当社の 2022 年８月期末時点におけるスタンダード市場の上場維持基準への適合状況は、以下の通りとなってお

り、流通株式時価総額、流通株式比率については基準に適合しておりません。当社は、下記のとおり、流通株式時

価総額、流通株式比率に関しては 2025 年８月期末までに上場維持基準に適合するために、次のとおり各種取組み

を進めてまいります。 

 

 株主数 流通株式数 
流通株式 

時価総額 
流通株式比率 

当社の状況 

（基準日時点） 
2,309人 12,188単位 7.26億円 22.3％ 

上場維持基準 400人 2,000単位 10億円 25.0％ 

計画期間   
2025年 

８月末 

2025年 

８月末 

 

 

○ 上場維持基準の適合に向けた取組の基本方針 

 

 スタンダード市場上場維持基準の適合に関して、当社は「株主数」及び「流通株式数」については基準値を満た

す数値を維持しておりますが、「流通株式時価総額」及び「流通株式比率」が基準に達しておりません。 

 

当社は持続的な成長と企業価値向上を目指し、当該事項に対する施策を推進することでスタンダードの市場維持

基準への適合を目指してまいります。 

  



 

○ 継続的かつ安定的に流通株式時価総額10億円、流通株式比率25％以上を達成するための課題及び取組 

内容 

 

１．流通株式数の不足に対する取組 

   2023年１月頃より、非流通株式の保有者が保有している当社株式のうち、少なくとも2,000単位の売却を依

頼する方向で交渉を進めてまいります。これにより、2025年８月期末までに流通株式数を14,188単位以上と

することで、流通株式比率が約26％に上昇する見込みです。 

 

２．流通株式時価総額の不足に対する取組 

   流通株式時価総額を増加させるため、下記の取組により企業価値（当期純利益）の向上を図ります。 

① 生産性の向上 

   当社は、現在取り組んでいる「従業員の多能工化」をさらに推進することで、売上が増加した場合でも人員

の増加を行わずに対応しうる体制の構築を進めております。また、今後も製造ラインを自動化し「省人化」す

ることで、人員コストの削減につなげてまいります。 

  ②付加価値の増大 

   当社は、顧客のニーズを基に商品・サービスの差別化を図り、付加価値分を商品価格に織り込むことで、適

切な価格設定を進めてまいります。これにより利益率の向上につながる見込みです。 

 

   上記取組により企業価値を向上させ、当期純利益を403百万円から446百万円に引き上げ、ＥＰＳ（１株当

たり純利益）を90円に引き上げ、ＰＥＲを８倍とした場合でも、流通株式時価総額が約10億2,000万円とな

り、上場維持基準に到達する見込みです。 

 

（2025年８月期末時点での想定） 

流通株式数 
流通株式 

時価総額 

流通株式 

比率 
株価 ＥＰＳ ＰＥＲ 

14,200単位 10.21億円 26.0％ 720円 90円 ８倍 

 

以 上 


